



















































































































番号 21回 22回 23回 計
1 1 1 2
2 0
3 1 1 2
4 0


























旧試験科目の回数別では，21回が 4問，22回が 1問，23回が 2問出題された． 
旧試験科目の科目別では，社会福祉概論が 2 問，老人福祉論が 2 問，社会福祉援助技術
が 2問，レクリエーション活動援助法が 1問出題された． 
新試験科目の回数別では，24 回が 1 問，25 回が 1 問，26 回が 2 問，27 回が 2 問，28
回が 1問，29回が 0問出題された． 





旧試験科目の回数別では，11回が 4問，12回が 2問，13回が 5問，14回が 2問出題さ
れた。 
旧試験科目の科目別では，精神医学が 2 問，精神保健学が 2 問，精神科リハビリテーシ
ョンが 1問，精神保健福祉論が 8問出題された． 
新試験科目の回数別では，15 回が 5 問，16 回が 1 問，17 回が 2 問，18 回が 3 問，19
回が 1問出題された。 
新試験科目（専門科目）
番号 15回 16回 17回 18回 19回 計
1 1 1 2
2 0
3 2 1 1 1 5
4 2 1 1 4
5 0
6 1 1









番号 24回 25回 26回 27回 28回 29回 計
1 1 1 1 3
2 0
3 0

























番号 11回 12回 13回 14回 計
1 2 2
2 1 1 2
3 1 1
4 3 1 3 1 8
5 0
6 0

















旧試験科目の科目別では，社会福祉原論が 2問，社会保障論が 1問，公的扶助論が 1問，
地域福祉論が 2問，障害者福祉論が 1問，児童福祉論が 1問出題された． 
新試験科目




4 4 3 3 2
5 2 1 1 1 1
6
7 1 1 1 1






































4 1 1 14
5 1 1 4 12
6 0









16 1 1 5
17 1 1 4
18 0
19 0

























































新試験科目の回数別では，22 回が 11 問，23 回が 8 問，24回が 7 問，25 回が 7 問，26
回が 5問，27回が 6問，28回が 5問，29回が 10問出題された。 
新試験科目の科目別では，社会理論と社会システムが 1問，現代社会と福祉が 14問，地
域福祉の理論と方法が 12問，社会保障が 6問，低所得者に対する支援と生活保護制度が 5
問，保健医療制度が 1 問，相談援助の基盤と専門職が 8 問，高齢者に対する支援と介護保




三福祉士の年度別では，2008年度が 16問，2009年度が 14問，2010年度が 15問，2011
年度が 10問，2012年度が 13問，2013年度が 8問，2014年度が 10問，2015年度が 9問，
2016年度が 11問出題された． 
三福祉士の資格別では，介護福祉士が 14問，精神保健福祉士が 25問，社会福祉士が 67
問出題された． 
 過去 10年間の歴史に関する 106の設問の問題内容は以下の通りである． 
表３　3福祉士国家試験過去10年間の歴史設問
14 15 10 13
2012年度
計 16
番号 試験科目 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
5
社会福祉士 8 11 8 7 7
4 1 2 1 1





計 8 10 9 11 106
番号 試験科目 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 計
1 25
社会福祉士 5 6 5 10 67
2
3
精神保健福祉士 1 2 3





番号 資格名 回 設問番号
1 介護 21回 問題1 （問題文） 我が国の戦後の社会福祉制度の成立
2 介護 21回 問題19 （選択肢） 障害者の権利宣言，ADA
3 介護 21回 問題30 （問題文） 人物とその業績
4 介護 21回 問題35 （問題文） レクリエーションの発展過程
5 介護 22回 問題28 （選択肢） バートレット，リッチモンド，バワーズ，ホリス，パールマン
6 介護 23回 問題4 （問題文） 日本の社会保障・社会福祉の歴史
7 介護 23回 問題20 （問題文） 障害者の権利保障の歴史
8 介護 24回 問題10 （問題文） 社会福祉の歩み
9 介護 25回 問題17 （問題文） 1963年（昭和38年）
10 介護 26回 問題8 （選択肢） 1950年（昭和25年）以降，1980年代前半
11 介護 26回 問題11 （問題文） 社会保障制度の歩み
12 介護 27回 問1 （問題文） 1956年（昭和31年），朝日茂
13 介護 27回 問8 （問題文） 社会福祉の推移
14 介護 28回 問1 （問題文） 糸賀一雄
15 精神保健 11回 問題24 （問題文） 精神科リハビリテーションの歴史的事項
16 精神保健 11回 問題31 （選択肢） 国際人権規約，障害者の権利宣言，障害者に関する世界行動計画
17 精神保健 11回 問題32 （問題文） 我が国の精神保健福祉の歴史
18 精神保健 11回 問題33 （選択肢） ヘルシンキ宣言，ヴォルフェンスベルガ―，ミケルセン，ニィリエ
19 精神保健 12回 問題17 （問題文） 法律及び出来事の年代順
20 精神保健 12回 問題35 （問題文） 我が国の精神保健医療・福祉関係法規の歴史
21 精神保健 13回 問題1 （問題文） 人物と業績
22 精神保健 13回 問題2 （問題文） 人物と事柄
23 精神保健 13回 問題31 （選択肢） 世界人権宣言，国際人権規約，障害者の権利宣言，障害者に関する世界行動計画
24 精神保健 13回 問題34 （問題文） 国際的な精神医療の歴史
25 精神保健 13回 問題35 （問題文） 精神保健福祉関連法規の歴史
26 精神保健 14回 問題11 （問題文） ウィンスロウの公衆衛生の定義
27 精神保健 14回 問題34 （選択肢） 精神病院法，精神衛生法，精神保健法
28 精神保健 15回 問題23 （問題文） 精神保健福祉士国家資格成立に至るまでの精神科ソーシャルワーカーの歴史
29 精神保健 15回 問題25 （選択肢） 1950年代，ピープルファーストの運動，1960年代から1970年代，ニィリエ
30 精神保健 15回 問題36 （問題文） 精神保健医療福祉関連の法制度の変遷
31 精神保健 15回 問題37 （問題文） 精神科ソーシャルワーカーの活動の歴史
32 精神保健 15回 問題75 （問題文） 精神障害者の入居施設及び居住支援の歴史
33 精神保健 16回 問題1 （問題文） 精神医学に貢献した人物
34 精神保健 17回 問題24 （選択肢） ベヴァリッジ報告，シーボーム報告，ウルフェンデン報告，バークレイ報告，グリフィス報告
35 精神保健 17回 問題36 （選択肢） ケネディ大統領教書，法律180号（バザーリア法）
36 精神保健 18回 問題1 （問題文） 法律第180号の制定運動に関わった人物
37 精神保健 18回 問題24 （問題文） 精神科ソーシャルワーカーの歴史
38 精神保健 18回 問題36 （問題文） 精神保健医療福祉の事項と人物
39 精神保健 19回 問題22 （問題文） 日本のソーシャルワークの形成過程に関する人物と事項
40 社会 21回 問題1 （問題文） 我が国の社会福祉の歴史
41 社会 21回 問題9 （選択肢） 濃尾地震，大正関東地震，福井地震
42 社会 21回 問題11 （選択肢） イギリスの救貧法，ドイツの疾病保険，最初の社会保障法，ラロック，ニュージーランド社会保障法
43 社会 21回 問題21 （問題文） イギリスの改正救貧法の原則
44 社会 21回 問題32 （選択肢） 1960年代，1970年代，1980年代
45 社会 21回 問題33 （問題文） 19世紀イギリスにおけるボランタリズムによる活動・運動
46 社会 21回 問題95 （選択肢） 障害者インターナショナル，国際リハビリテーション協会，ＣＢＲ
47 社会 21回 問題107 （問題文） 人物と業績
48 社会 22回 問題22 （選択肢） 1950年の勧告，ティトマス
49 社会 22回 問題23 （問題文） イギリスの救貧法等の福祉制度の発達過程





51 社会 22回 問題28 （選択肢） 1970年～1980年代末，エスピン・アンデルセン
52 社会 22回 問題32 （選択肢） 岡村重夫，ロスマン，三浦文夫，右田紀久恵，ティトマス
53 社会 22回 問題34 （問題文） 地域福祉の源流をつくった人物
54 社会 22回 問題49 （選択肢） 社会保障制度に関する勧告，大西洋憲章
55 社会 22回 問題58 （問題文） 我が国の現行生活保護法が成立する経過
56 社会 22回 問題86 （問題文） ソーシャルワークの形成過程
57 社会 22回 問題119 （問題文） 第二次世界大戦後の我が国の高齢者保健医療福祉制度の発展過程
58 社会 22回 問題129 （選択肢） 障害者に関する世界行動計画
59 社会 23回 問題24 （問題文） 我が国における第二次世界大戦終了以前の福祉制度の発達過程
60 社会 23回 問題25 （問題文） 日本における戦後の福祉政策
61 社会 23回 問題26 （選択肢） ブース，ラウントリー，タウンゼント
62 社会 23回 問題33 （選択肢） ベヴァリッジ報告，シーボーム報告，ウルフェンデン報告，バークレイ報告，グリフィス報告
63 社会 23回 問題56 （問題文） 我が国の公的扶助制度の沿革
64 社会 23回 問題84 （問題文） イギリスの慈善組織協会
65 社会 23回 問題85 （問題文） ソーシャルワークの発展に重要な役割を果たしたミルフォード会議報告書
66 社会 23回 問題130 （問題文） 障害者福祉制度の発展過程
67 社会 24回 問題23 （問題文） 福祉の思想や原理
68 社会 24回 問題24 （選択肢） 工場法，フランスの家族手当制度
69 社会 24回 問題25 （選択肢） 1980年代以降
70 社会 24回 問題34 （問題文） 社会福祉協議会の歴史
71 社会 24回 問題55 （選択肢） プロイセン一般ラント法，ラロック・プラン
72 社会 24回 問題56 （問題文） 旧生活保護法
73 社会 24回 問題129 （問題文） 障害者福祉の歴史的展開
74 社会 25回 問題22 （選択肢） 1962年の答申・勧告，孝橋正一，ティトマス
75 社会 25回 問題24 （問題文） 福祉社会の歴史
76 社会 25回 問題34 （問題文） 地域社会において生活を支えてきた仕組み
77 社会 25回 問題50 （選択肢） 健康保険法，国民健康保険法，老人保健制度
78 社会 25回 問題64 （問題文） 我が国における戦前の低所得・貧困者救済
79 社会 25回 問題92 （選択肢） 全米慈善矯正会議，ハル・ハウス，フレックスナー，ミルフォード会議
80 社会 25回 問題139 （問題文） 我が国の第二次世界大戦前の各法における児童の対象年齢
81 社会 26回 問題33 （問題文） 地域福祉の発展過程
82 社会 26回 問題50 （問題文） 社会保障制度の歴史
83 社会 26回 問題93 （選択肢） ニィリエ，バンク・ミケルセン
84 社会 26回 問題128 （問題文） 老人福祉法が制定された1963（昭和38年）当時の状況
85 社会 26回 問題138 （問題文） 我が国の児童福祉の歴史
86 社会 27回 問題25 （選択肢） 救貧制度の対象者
87 社会 27回 問題33 （問題文） 地域福祉にかかわるイギリスの歴史
88 社会 27回 問題50 （選択肢） 社会保障制度審議会勧告，ＩＬＯ第102号条約，難民条約
89 社会 27回 問題56 （問題文） 障害児者福祉制度の歴史的展開
90 社会 27回 問題75 （問題文） 日本における医療ソーシャルワーカーの職能としての発展
91 社会 27回 問題93 （問題文） 日本におけるソーシャルワークの形成過程
92 社会 28回 問題24 （問題文） イギリスにおける貧困対策の歴史
93 社会 28回 問題34 （問題文） セツルメント
94 社会 28回 問題58 （問題文） 障害者福祉制度の発展過程
95 社会 28回 問題63 （選択肢） 恤救規則，救護法，旧生活保護法
96 社会 28回 問題137 （問題文） 日本の児童福祉の歴史
97 社会 29回 問題16 （問題文） 日本におけるコミュニティ政策の展開
98 社会 29回 問題32 （選択肢） 地域福祉の学説
99 社会 29回 問題33 （問題文） ベヴァリッジ報告，シーボーム報告，ウルフェンデン報告，バークレイ報告，グリフィス報告
100 社会 29回 問題34 （問題文） 日本における地域福祉の前史
101 社会 29回 問題35 （選択肢） アメリカの福祉権活動，方面委員
102 社会 29回 問題49 （問題文） 日本の社会保障の歴史的展開
103 社会 29回 問題93 （問題文） 慈善組織協会
104 社会 29回 問題94 （選択肢） ミルフォード会議の報告書
105 社会 29回 問題127 （問題文） 老人福祉法の展開





動向に関する設問が 28 問，人物に関する 設問が 22 問，運動に関する設問が 23 問，
政策に関する設問が 40 問，計画に関する設 問が 4問出題された． 










動向 人物 運動 政策 計画
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